
経営会議の内容 

件 名 
「大和市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（第５期）」（骨子案）

について 

所 管 部 健康福祉部 

日時・場所 平成２３年１０月２５日（火） １３：００～１３：３０  政策会議室 

出 席 者 

市長、副市長、副市長、教育長、病院長、市長室長、政策部長、総務部長、市民経

済部長、環境農政部長、健康福祉部長、こども部長、文化スポーツ部長、街づくり

計画部長、都市施設部長、病院事務局長、教育部長、議会事務局長、高齢福祉課長、

介護保険課長 

提 出 理 由 

平成 24年度～26 年度を計画期間とした「大和市高齢者保健福祉計画・介護保険

事業計画（第５期）」策定に伴う市民意見公募手続きを行うにあたり、その内容

について了承を得るため 

会議経過 

 

【主な意見等】 

・本市における高齢化率は、県平均に比べどの様な状況にあるのか。また、特別養

護老人ホームの入居待機者はどれほどいるのか。 

（所管部）高齢化率については、県平均と比べ１パーセント程度低い状況にある。

また、本市における入居待機者については、約７９０名である。 

・一人暮らしなどの認知症高齢者への施策はどの様に考えているのか。 

（所管部）一人暮らしなどの高齢者に対しては、従前から取り組んでいる見守り

体制が必要であり、配食サービスなどの実施が重要であると考えている。

また、地域包括支援センターの増設などによって、一人暮らしなどの認

知症高齢者への対応の充実を図っていきたい。 

・緊急時や大規模災害時における要援護者に対応できる体制の整備において、関係

機関への情報提供などについては、どの様に行っていくのか。 

（所管部）本人同意を得るなど個人情報の管理に十分留意しつつ、事前のアンケ

ート調査によって把握している緊急連絡先などを関係機関などに提供し

ていくことを考えている。具体的な手法については、今後検討していく

予定である。 

・高齢者が生きがいや張り合いを持てるきっかけづくりとしての気軽に立ち寄れる

居場所の創設とはどの様なことか。 

（所管部）高齢者が自宅に引きこもることなく、積極的に屋外へ出かけていくこ

とが重要であると考えており、買い物の途中などでも気軽に立ち寄るこ

とのできる居場所を創っていきたいということである。 

 

会議結果 案のとおり、進めていく。 

 


